
都市再生整備計画（第４回変更）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 376 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

都道府県名 新潟県 上越市 北陸新幹線（仮）上越駅周辺地区
ほくりくしんかんせん（かり）じょうえつえきしゅうへんちく

計画期間 交付期間 23

大目標：上越の新しい玄関口にふさわしい魅力的な都市づくり
　目標1：市街地環境を改善し、誰もがいきいきと働き、暮らせる拠点を形成する
　目標2：土地利用の効率化、乗換円滑化を実施し、交通結節機能を高め、駅を中心に様々な人の出会い、触れあいの拠点を形成する

・本地区は、上越市の南部に位置する、北陸新幹線の（仮称）上越駅を中心とする地区である。
・矢代川流域の標高15ｍ～30ｍの比較的平坦な地域であり、現在は、その大部分を農地（水田）が占めており、市街地は主要道路沿道に形成されている。
・北西部には上信越自動車道上越高田インターチェンジがあり、新幹線新駅の設置とあいまって、今後、広域交通の利便性が飛躍的に向上することが期待されている。
・このため、上越高田I.C及び新幹線新駅を核に、豊かな自然環境を生かしながら、良好な都市空間の形成を図っていくことが求められており、これまでも様々な調査検討がなされてきた。
・本地区の中核となる｢新幹線新駅地区土地区画整理事業｣は、ＪＲ信越本線脇野田駅を中心とした約28.5haの地区における事業であり、信越本線の移設、北陸新線新駅（仮称）上越駅の設置などと一体的に、上越地域の新たな玄関口にふさわしい街づくり
を進めていこうというものであり、平成１７年３月に事業計画の認可を受けた。
・その後実施された埋蔵文化財調査により、区画整理事業区域西側で釜蓋遺跡が発見された。当該遺跡は、佐渡を除く新潟県では初めて発見された平地の環濠集落の遺跡であり、遺跡公園としての整備が予定されている。
・これに伴い、この遺跡を地域の貴重な資源として保全・活用すべく、土地区画整理事業の見直しを進めてきたところである。

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成１８年度 平成２３年度

人/5年 平成１８年度 平成２３年度

軒/5年 平成１８年度 平成２３年度

回/5年 平成１８年度 平成２３年度

・新駅周辺の都市基盤の整備：市の新たな顔づくりに向け、新駅を中心に土地区画整備事業、信越本線の移設、駅前広場、駅舎・自由通路の整備などを一体的に行う必要がある。
・魅力的な都市機能の誘導：駅周辺では賑わいのある魅力的なまちづくりを行うため、交通結節機能を強化しながら、商業・業務機能、情報交流機能等、多様な都市機能等を誘導する必要がある。
・新駅周辺整備効果の周辺地域への波及：新駅周辺整備の整備効果を周辺地域へも広く波及させるため、新駅へのアクセス道路など必要な都市基盤等の整備を推進していく必要がある。
・遺跡の保全と活用：釜蓋遺跡を保全するとともに、周辺に点在する他の遺跡との連携なども考慮しながら、まちづくりに積極的に活用していく必要がある。

｢自然と新産業・学術拠点が調和したまち｣
・｢ のびやかＪプラン2001（平成13年９月、上越市）｣では、新幹線新駅周辺地域についての整備目標像を｢自然と新産業・学術拠点が調和したまち｣として、地域イメージを｢ 妙高連山に抱かれた清らかな雪とみどり｣としている。
・また、地域づくりの方向として、｢①上越高田I.Cと新幹線新駅を核とした、豊かな自然に囲まれた本市のゲートウエイの一つの形成｣、｢②背後に控える山並みや広大な田園などの自然と調和したまちづくり｣の２つを設定している。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

４０

釜蓋遺跡及び駅周辺まちづくりへ
の関心度

遺跡に関するシンポジウムの参加者数
まちづくり受発信事業や釜蓋公園整備等による、釜蓋遺跡及び駅
周辺まちづくりへの関心の高まり具合を、遺跡に関するシンポジウ
ムへの参加者数により確認する。

０ ４００

生活道路に対する満足度
対象区域内住民へのアンケート調査に基づく、生活道路に
対する満足度（全回答数に占める”やや満足”と”満足”の割
合）

市道整備による効果を、アンケート調査による生活道路整備の満
足度で確認する。目標値は｢市民の声アンケート｣（H17年度）の上
越市の平均以上とする。

３８．８

１２０住宅の新築軒数 対象区域内の住宅の新築軒数
下水道、市道等の都市基盤の充実による効果を、対象区域内の建
物の新築件数で確認する。

９９

４０まちづくり協議会等の開催数
新駅周辺のまちづくりに関する、協議会、懇談会、勉強会、
ワークショップ等の地域住民が参加する会議の開催数。

目標２を達成するための、住民参加によるまちづくりの活動の盛り
上がり、まちづくりへの関心や参画意識の高まり度合いを確認す
る。

２０



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針 方針に合致する主要な事業
整備方針１（駅周辺の都市基盤の整備）
・｢新幹線新駅地区土地区画整理事業｣を中心に、新駅周辺の道路、下水道等の都市基盤の整備を図る。

【基幹事業】
○下水道事業（汚水、雨水）
○市道大和上中田線整備事業
○市道大和二丁目５号線整備事業
○市道大和二丁目３号線整備事業
○市道大和二大和三丁目線整備事業
○市道上門前大和線
○東城町脇野田線整備事業（街路事業）
○区画道路整備事業（区画整理地区内）
○自由通路整備事業（高質空間形成施設)
○駅前広場シェルター整備事業（高質空間形成施設）
○調整池（地域生活基盤施設）

【関連事業】
○新幹線新駅地区土地区画整理事業
○脇野田岡原線整備事業（街路事業）

整備方針２（交通結節機能の強化）
・北陸新幹線の建設にあわせて、信越線を移設し、一体駅として整備を行い、交通結節機能を強化する。

【提案事業】
○信越本線移設事業

整備方針４（住民参加によるまちづくりの推進） 【提案事業】

整備方針３（釜蓋遺跡の保全と活用）
・釜蓋遺跡を遺跡公園として保全（整備）するとともに、周辺の吹上遺跡、斐太遺跡などとの連携に配慮しながら、遺跡文化に対する理解を深めてもらうた
めのシンポジウムを開催する。

【提案事業】
○釜蓋遺跡公園整備事業

その他
〇新幹線新駅地区土地区画整理事業地区における住民参加と地区計画の策定等について
　上越市では、土地区画整理事業の地権者を対象に、まちづくりに関する情報提供と意識啓発のため、定期的な懇談会を開催している。今後は、地権者とともに、地区計画の策定等に向け、定期的に勉強会等を開催していく。
○その他住民参加のまちづくりについて
　都市計画道路脇野田岡原線の整備に関しては、現在、対象地権者と協議を行いながら、その事業手法などについての詰めを行っている。今後は、街路整備後の街並み誘導などについて定期的に勉強会等を開催

整備方針４（住民参加によるまちづくりの推進）
・住民参加を積極的に推進し、地区計画、建築協定、景観協定などのまちづくりに関するルールづくりを行う。
・多くの人に駅周辺のまちづくりに関心をもってもらうとともに、住民参加のまちづくりを促進するため、駅周辺のまちづくりのＰＲを行う。

【提案事業】
○街並み形成活動推進事業
○まちづくり情報受発信事業
○事業効果分析及びまちづくり方策検討調査事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 地方道 上越市 直 1100m H17 H28 H19 H23 455 126.3 126.3 126.3

道路 地方道 上越市 直 330m H19 H28 H19 H20 143 4.9 4.9 4.9

道路 地方道 上越市 直 270m H17 H28 H19 H23 161 78.6 78.6 78.6

道路 地方道 上越市 直 880ｍ H17 H23 H19 H22 35 34.5 34.5 34.5

道路 街路 上越市 直 1140m H18 H30 H19 H23 875 201.7 201.7 201.7

道路 地方道 上越市 直 3192ｍ H19 H23 H20 H23 882 881.5 881.5 881.5

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 （汚水） 上越市 直 9ha H19 H29 H19 H23 441 253.5 253.5 253.5

下水道 (雨水） 上越市 直 18ha H19 H29 H20 H23 961 674.3 674.3 674.3

下水道 (雨水） 上越市 1278ｍ H17 H23 H19 H23 1,275 938.1 938.1 938.1

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 上越市 直 5,000㎡ H23 H26 H23 H23 265 218.8 218.8 218.8

高質空間形成施設 上越市 直 80m H22 H26 H22 H23 1,939 38.7 38.7 38.7

高質空間形成施設 上越市 直 140m H23 H26 H23 H23 900 3.6 3.6 3.6

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

市道大和二大和三丁目線

うち民負担分
規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

交付対象事業費 4,105.2 交付限度額

市道大和二丁目3号線

市道大和上中田線

市道大和二丁目5号線

1,647.0 国費率 0.40

事業 事業箇所名 事業主体 直／間
細項目

東城町脇野田線（街路事業）

区画道路（用地費含む）

－

高田南部処理地区

－

脇野田第二、第三排水区

調整池

脇野田第三排水区（排水路）

自由通路

駅前広場シェルター

住宅市街地
拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 8,332 3,454.5 3,454.5 3,454.5 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
信越本線移設事業 上越市 直 1800m H17 H27 H19 H23 4,335 615.5 615.5 615.5

釜蓋遺跡公園整備事業 上越市 直 5ha H23 H23 H23 H23 11 11.0 11.0 11.0

上越市 直 H23 H23 H23 H23 3 3.1 3.1 3.1

街並み形成活動推進事業 上越市 直 － H19 H27 H19 H23 195 20.1 20.1 20.1

まちづくり情報受発信事業 上越市 直 － H19 H23 H19 H23 1 1.0 1.0 1.0

合計 4,545 650.7 650.7 650.7 …B
合計(A+B) 4,105.2

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
土地区画整理事業 新幹線新駅地区 上越市 国土交通省 28.5ha ○ H16 H30 8,748

街路事業 脇野田岡原線 新潟県 国土交通省 ○ H19 H25 3,500

釜蓋遺跡公園整備事業 釜蓋遺跡公園 上越市 文化庁 ５ha ○ H18 H31 1,781

合計 14,029

住宅市街地
総合整備
事業

0.0

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

うち民負担分
事業 事業箇所名 事業主体 直／間

細項目

地域創造
支援事業

事業活用調
査 －事業効果分析及びまちづくり方策検討調査事業

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間



都市再生整備計画の区域

北陸新幹線 (仮 ）上越駅周辺地区（新潟県上越市）
ほ く り く し ん か ん せ ん （ か り ） じ ょ う え つ え き し ゅ う へ ん ち く （ に い が た け ん じ ょ う え つ し ）

面積 376 ha 区域
大和１～６丁目の全部、今泉、脇野田、青木、荒町、上中田、地方頭、稲荷、
高田新田の一部



生活道路に対する満足度 （　％　） 38.8 （18年度） → 40 （23年度）

釜蓋遺跡及び駅周辺まちづ
くりへの関心度

（人/5年） 0 （18年度） → 400 （23年度）

まちづくり協議会等の開催数 （回/5年） 20 （18年度） → 40 （23年度）

　北陸新幹線(仮)上越駅周辺地区（新潟県上越市）　整備方針概要図

目標

大目標：上越の新しい玄関口にふさわしい魅力的な都市づくり
目標1：市街地環境を改善し、誰もがいきいきと働き、暮らせる拠点を形成する

目標2：交通結節機能を高め、駅を中心に様々な人の出会い、触れあいの拠点を形成する
代表的な
指標

(都)3･4･33中田原下箱井線

国

道
18
号

（地区全体）
□まちづくり活動推進事業
街並み形成活動推進事業
まちづくり情報受発信事業

□事業活用調査
釜蓋遺跡公園整備事業

○関連事業
釜蓋遺跡公園整備事業

■道路
市道大和二丁目３号線

■道路
市道大和二大和三丁目線

■道路
東城町脇野田線（街路事業）

○関連事業
新幹線新駅地区土地区画整理事業

■下水道（汚水）（雨水）
■道路 区画道路

(都)3･3･49
新幹線駅西口線

■道路
市道上門前大和線

(仮)上越駅

□地域創造支援事業
信越本線移設事業

■高質空間形成施設
自由通路
駅前広場シェルター

脇野田駅

○関連事業
脇野田岡原線整備事業（街路事業）

上越高田I.C.

(都)3･4･47脇野田岡原線

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■道路
市道大和上中田線

■道路
市道大和二丁目５号線

■下水道（雨水）

□事業活用調査
事業効果分析及びまち
づくり方策検討調査事業

■地域生活基盤施設
調整池


